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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月5日(2021.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　過敏性腸症候群（ＩＢＳ）と診断される患者または過敏性腸症候群（ＩＢＳ）が疑われ
る患者において食物不耐性を試験するための検査キットパネルであって、
　個別にアドレス指定可能な固相担体に固定された異なる複数のＩＢＳ誘因食物調製物、
から実質的になり、
　ここで、前記異なる複数のＩＢＳ誘因食物調製物それぞれが０．０７以下の未処理ｐ値
を有する、または、０．１０以下の偽発見率（ＦＤＲ）多重度調整ｐ値を有し、
　前記異なる複数のＩＢＳ誘因食物調製物が、ココア、茶、オート麦、キャベツ、牛乳、
タマネギ、ハチミツ、ライ麦、トウモロコシ、酵母、小麦、大豆、卵、マグロ、レモン、
パイナップル、キュウリ、オレンジ、オヒョウ、クルミ、グレープフルーツ、甘蔗糖、鶏
肉、ブルーベリーおよびエビからなる群から選択される少なくとも２種の異なるＩＢＳ誘
因食物調製物を含む、検査キットパネル。
【請求項２】
　前記異なる複数のＩＢＳ誘因食物調製物それぞれが、０．０５以下の未処理ｐ値を有す
る、または、０．０８以下のＦＤＲ多重度調整ｐ値を有する、請求項１に記載の検査キッ
トパネル。
【請求項３】
　前記異なる複数のＩＢＳ誘因食物調製物が、粗製の水性抽出物、または、処理された水
性抽出物である請求項１に記載の検査キットパネル。
【請求項４】
　過敏性腸症候群（ＩＢＳ）と診断される患者または過敏性腸症候群が疑われる患者にお
いて食物不耐性を試験する方法であって、
　固相担体に連結した複数のＩＢＳ誘因食物調製物を、過敏性腸症候群と診断される患者
または過敏性腸症候群が疑われる患者の体液と接触させる工程であって、ここで、前記Ｉ
ＢＳ誘因食物調製物が０．０７以下の未処理ｐ値を有する、または、０．１０以下の偽発
見率（ＦＤＲ）多重度調整ｐ値を有する食物調製物であり、
　前記異なる複数の食物調製物が、ココア、茶、オート麦、キャベツ、牛乳、タマネギ、
ハチミツ、ライ麦、トウモロコシ、酵母、小麦、大豆、卵、マグロ、レモン、パイナップ
ル、キュウリ、オレンジ、オヒョウ、クルミ、グレープフルーツ、甘蔗糖、鶏肉、ブルー
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ベリーおよびエビからなる群から選択される少なくとも２種の異なるＩＢＳ誘因食物調製
物を含み、
　前記接触させる工程が、前記体液からのＩｇＧが前記ＩＢＳ誘因食物調製物の少なくと
も１つの成分に結合することを可能にする条件のもとで行われる、工程、
　前記食物調製物の前記少なくとも１つの成分に結合した前記ＩｇＧを測定して、シグナ
ルを得る工程、および、
　前記シグナルを使用して報告書を更新する、または、作成する工程、を含む方法。
【請求項５】
　前記固相担体が、アレイ、マイクロウエルプレート、ディップスティック、メンブラン
結合アレイ、マイクロ流体デバイス、マルチウェルプレート、ビーズ、電気センサー、化
学センサー、マイクロチップ、および、吸着性フィルムからなる群から選択される請求項
１～３の何れか一項に記載の検査キットパネル。
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